
延
暦
十
二
年
の
詔
　
―
皇
親
女
子
の
婚
制
緩
和
の
法
令
―中　

村　

み
ど
り

は
じ
め
に

　

皇
親
女
子
と
は
、
皇
親
の
限
に
含
ま
れ
る
女
子
の
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
で
は
そ
の
内
一
世
皇
女
を
特
に
内
親
王
と
称
し
、
二
世
以
下
王

女
を
女
王
と
呼
ぶ
。

　

近
年
女
性
史
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
中
で
も
、
こ
の
内
親
王
並
び
に
女
王
に
関
す
る
研
究
は
未
だ
多
く
は
な
く
、
こ
れ
は
偏
に
内
親

王
・
女
王
等
皇
親
女
子
が
史
料
上
に
殆
ど
記
し
遺
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
態
を
捉
え
難
く
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

　

で
は
皇
親
女
子
、
特
に
二
世
女
王
が
ど
の
よ
う
に
史
料
上
に
遺
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
斎
王
や
入
内
の
例
の
他
に
は
、
そ
の
多
く
が

某
の
母
、
あ
る
い
は
室
と
い
う
立
場
と
し
て
遺
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
六
国
史
』『
尊
卑
文
脈
』『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
等
に
お
け
る
嵯

峨
二
世
女
王
～
村
上
二
世
女
王
と
藤
原
氏
と
の
婚
姻
事
例
は
、
管
見
の
限
り
で
は
十
六
例
が
確
認
で
き
る
（
表
1
参
照
）。
そ
し
て
こ
う
し

た
二
世
女
王
と
臣
下
と
の
婚
姻
事
例
と
い
う
の
は
、
奈
良
時
代
以
前
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
、
平
安
時
代
に
始
ま
る
事
例
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
二
世
女
王
と
藤
原
氏
と
の
結
婚
が
ど
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に
は
桓
武
天
皇
の
定
め
た
法
令
が
存
在
し
て

い
る
。
そ
れ
が
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
延
暦
十
二
年
の
詔
で
あ
る
。
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延
暦
十
二
年
の
詔
と
は
、『
日
本
紀
略
』
延
暦

十
二
年
（
七
九
三
）
九
月
十
日
条
に
見
え
る
詔

で
、
即
ち
、
見
任
大
臣
・
良
家
の
子
孫
が
三
世

以
下
の
女
王
（
皇
曾
孫
）
を
、
藤
原
氏
が
二
世

以
下
の
女
王
（
皇
孫
）
を
娶
る
こ
と
を
許
す
と

い
う
、
皇
親
女
子
の
婚
姻
枠
を
大
幅
に
拡
大
し
、

そ
の
存
在
形
態
に
多
大
な
変
化
を
も
た
ら
し
た

法
令
で
あ
る
。

　

こ
の
延
暦
十
二
年
の
詔
に
関
し
て
も
、
史

料
上
に
見
ら
れ
る
実
例
が
少
な
い
た
め
に
、
実

際
に
僅
か
な
例
し
か
存
在
し
な
い
の
か
、
そ
れ

と
も
記
し
遺
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
な
の
か
の
判

別
は
つ
き
難
く
、
非
常
に
論
証
し
難
い
問
題
で

あ
る
。
し
か
し
平
安
時
代
以
後
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
藤
原
氏
へ
の
女
王
降
嫁
の
問
題
、
そ

し
て
藤
原
師
輔
に
始
ま
る
内
親
王
降
嫁
と
い
う

問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
最
も
重
要
な
法

令
で
も
あ
る
。
ゆ
え
に
延
暦
十
二
年
の
詔
の
意

（表 1）二世女王の婚姻事例一覧 （桓武皇孫～村上皇孫）
祖父天皇 父親王 女王名 結婚 子　女 備　　考

桓武天皇 事例無

平城天皇 事例無

嵯峨天皇 忠良親王 操子女王 藤原氏 藤原基経 兼平・温子

淳和天皇 恒世親王 恒世親王女 藤原氏 藤原衛 有全・俊実

仁明天皇
人康親王

人康親王女 平氏 平惟範

人康親王女 藤原氏 藤原基経 時平・仲平・忠平・良平・
頼子・妹子・穏子

頼子・妹子は清和女御、穏子は醍醐皇
后

本康親王 廉子女王 藤原氏 藤原時平 保忠

文徳天皇 事例無

清和天皇 貞元親王 貞元親王女 藤原氏 藤原興嗣 ※安田氏は誤伝とする（1）

陽成天皇 元平親王 元平親王女 藤原氏 藤原兼通 顕光

光孝天皇 是貞親王 是貞親王女 藤原氏 藤原定方 ※新山氏は源氏に嫁すとする

宇多天皇 敦慶親王 敦慶親王女 源氏 源信明か 歌人・中務 / 後に源信明室

醍醐天皇

代明親王
厳子女王 藤原氏 藤原頼忠 公任・遵子・諟子

恵子女王 藤原氏 藤原伊尹 親賢・懐子ほか

重明親王 旅子女王 藤原氏 藤原朝光 朝経・相任・登朝 斎宮　※悦子女王とも

有明親王
昭子女王 藤原氏 藤原兼通 朝光・（媓子） ※能子女王とも

馨子女王か 藤原氏 藤原公季 実成・如源・義子

行明親王 行明親王女 源氏 ※新山氏説

村上天皇

為平親王
婉子女王 藤原氏 藤原実資 天皇出家後再婚

為平親王女 皇族 具平親王 源師房

具平親王

嫥子女王 藤原氏 藤原教通 斎宮、資子皇女養女、頼通が後見

隆姫女王 藤原氏 藤原頼通

具平親王女 皇族 敦康親王 嫄子女王 嫄子は頼通と隆姫の養女となる

昭平親王 昭平親王女 藤原氏 藤原公任 『大鏡』／藤原道兼女

※なお新山氏説は新山春道「二世女王の婚姻―朝顔の姫君を中心に―」（『中古文学』67. 2001年）による
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味
す
る
と
こ
ろ
を
解
き
明
か
す
こ
と
は
非
常
に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
考
え
る
が
、
し
か
し
該
当
時
期
の
正
史
で
あ
る
『
日
本
後
紀
』
の
散

逸
に
よ
り
、
詔
の
具
体
的
な
内
容
が
分
か
ら
な
い
上
に
実
例
が
乏
し
い
た
め
、
詔
の
解
釈
も
、
発
布
の
意
図
も
明
確
で
は
な
い
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
も
皇
親
女
子
の
結
婚
に
関
し
て
論
究
す
る
場
合
に
必
ず
引
用
さ
れ
る
法
令
で
あ
り
な
が
ら
、
い
ず
れ
も
詔
の
概
略
を

取
り
上
げ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
言
及
し
た
と
し
て
も
二
次
的
な
も
の
と
し
て
触
れ
ら
れ
る
程
度
で
あ
り
、
具
体
性
を
欠
く
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

唯
一
、
安
田
政
彦
氏
が
著
書
内
に
お
い
て
延
暦
十
二
年
の
詔
の
意
味
す
べ
き
と
こ
ろ
に
つ
い
て
論
究
し
て
お
り
、
そ
の
運
用
を
二
世
・
三

世
女
王
を
中
心
に
検
証
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
氏
の
見
解
と
論
証
に
は
不
十
分
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
再
考
を
要
す
る
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る（

（
（

。

　

従
っ
て
本
稿
で
は
、
安
田
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
た
上
で
詔
の
解
釈
に
関
す
る
再
考
を
行
う
と
共
に
、
詔
発
布
の
意
図
と
そ
の
背
景
を
考
察

し
、
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
影
響
に
つ
い
て
明
ら
か
と
す
る
。

一　

皇
親
女
子
の
婚
姻
に
関
す
る
規
定

1　

皇
親
枠
と
そ
れ
に
伴
う
婚
姻
枠
の
推
移

　

ま
ず
延
暦
十
二
年
（
七
九
八
）
以
前
に
お
け
る
皇
親
女
子
の
婚
姻
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
整
理
す
る
。

　

皇
親
女
子
の
婚
姻
規
定
に
関
す
る
法
令
と
し
て
現
在
確
認
で
き
る
最
も
古
い
も
の
は
、
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
施
行
の
『
大
宝
令
』
で
あ

る
。

　
『
令
義
解
』（
継
嗣
令
「
王
娶
親
王
條
」）
に
よ
る
と（

（
（

「
凡
王
娶
二
親
王
一、
臣
娶
二
五
世
王
一
者
聽
、
唯
五
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一、」
と
あ

り
、
王
が
内
親
王
を
娶
り
、
臣
下
が
五
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
し
て
い
る（

（
（

。
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同
じ
く
『
令
義
解
』（
継
嗣
令
「
皇
兄
弟
子
條
」）
に
よ
る
と
「
凡
皇
兄
弟
皇
子
、
皆
為
二
親
王
一、
女
帝
子
亦
同
、
以
外
並
為
二
諸
王
一、
自
二

親
王
一
五
世
雖
レ
得
二
王
名
一、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一、」
と
あ
り
、
親
王
（
内
親
王
）
と
は
天
皇
の
兄
弟
・
子
を
い
い
、
そ
の
他
が
王
（
女
王
）

と
称
す
こ
と
、
並
び
に
五
世
王
（
五
世
女
王
）
は
王
名
を
得
る
が
皇
親
の
限
に
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
先
の
「
王
娶
親
王
條
」
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
内
親
王
は
皇
親
と
の
結
婚
し
か
認
め
ら
れ
ず
、
ま
た
皇
親
の
限
で
は
な
い
五
世

王
以
下
も
ま
た
内
親
王
を
娶
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。
並
び
に
臣
下
が
皇
親
と
の
結
婚
を
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。

　

次
い
で
『
続
日
本
紀
』
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
二
月
十
六
日
条
に
お
い
て
、「
准
レ
令
、
五
世
之
王
、
雖
レ
得
二
王
名
一、
不
レ
在
二
皇
親
之

限
一、
今
五
世
之
王
、
雖
レ
有
二
王
名
一、
已
絶
二
皇
親
之
籍
一、
遂
入
二
諸
臣
之
例
一、
顧
二│

念
親
親
之
恩
一、
不
レ
勝
二
絶
籍
之
痛
一、
自
今
以
後
、
五
世

之
王
、
在
二
皇
親
之
限
一、
其
承
嫡
者
相
承
為
レ
王
、
自
餘
如
レ
令
、」
と
詔
さ
れ
る
。
即
ち
、
五
世
王
は
王
を
名
乗
る
が
皇
親
の
籍
を
断
っ
て

臣
下
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
以
後
は
五
世
王
も
皇
親
の
限
と
し
、
そ
の
承
嫡
者
も
王
と
せ
よ
、
と
し
た
。

　

こ
の
皇
親
枠
の
拡
大
に
伴
い
、
先
の
継
嗣
令
に
も
改
変
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
以
後
は
「
臣
娶
二
六
世
王
一
者

聽
、」、「
唯
六
世
王
、
不
レ
得
レ
娶
二
親
王
一、」、「
六
世
雖
レ
得
二
王
名
一、
不
レ
在
二
皇
親
之
限
一、」
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
臣
下
は
皇
親

の
限
と
な
っ
た
五
世
女
王
を
娶
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
六
世
女
王
以
下
と
の
み
結
婚
し
得
た
。
六
世
王
が
内
親
王
を
娶
り
得
な
い
の
は

変
わ
り
な
い
が
、
逆
に
皇
親
の
限
に
含
ま
れ
た
五
世
王
は
内
親
王
を
娶
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

以
上
を
小
括
す
る
と
、
皇
族
に
は
皇
親
の
限
と
い
う
も
の
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
内
皇
親
に
含
ま
れ
る
皇
女
・
女
王
は
、
皇
親
と
し
か

結
婚
で
き
な
い
規
定
が
な
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
臣
下
は
皇
親
女
子
を
娶
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
女
王
で
あ
っ
て
も
皇
親
の
限
で
は

な
い
五
世
女
王
、
慶
雲
三
年
以
降
は
六
世
女
王
と
の
み
、
結
婚
し
得
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
皇
親
の
内
女
子
の
婚
姻
に
の
み
厳
し
い
制
限
が
設
け
ら
れ
て
き
た
の
は
、
天
皇
家
の
「
血
縁
的
尊
貴
性
」
を
保
護
維
持
す
る
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た
め
で
あ
っ
た
と
、
栗
原
弘
氏
は
述
べ
る（

（
（

。
古
来
よ
り
我
が
国
の
子
供
の
帰
属
権
は
父
系
に
あ
る
た
め
、
男
女
間
の
子
供
は
父
方
一
族
に
所

属
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
皇
子
が
臣
下
の
女
と
の
間
に
儲
け
た
子
は
皇
親
に
列
し
、
逆
に
皇
親
女
子
が
臣
下
の
男
と
の
間
に
子
を
儲

け
た
場
合
は
臣
下
の
籍
に
列
す
る
こ
と
に
な
る
。
ゆ
え
に
、
皇
族
の
血
統
が
臣
下
に
流
出
し
て
尊
貴
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
、
皇

親
女
子
に
限
っ
て
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
婚
姻
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
栗
原
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
皇
親
女
子
に
関
す

る
婚
姻
規
制
は
、
皇
族
内
で
の
近
親
婚
が
集
中
し
て
見
ら
れ
る
仁
徳
朝
以
前
、
遅
く
と
も
五
世
紀
初
頭
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
し

て
こ
の
規
制
が
八
世
紀
中
に
お
い
て
も
堅
く
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
今
江
広
道
氏
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。

　

更
に
『
続
日
本
紀
』
天
平
元
年
（
七
二
九
）
八
月
五
日
条
に
よ
る
と（

（
（

「
五
世
王
嫡
子
已
上
、
娶
二
孫
王
一
生
二
男
女
一
者
、
入
二
皇
親
之
限
一、

自
餘
依
二
慶
雲
三
年
格
一、」
と
あ
り
、
五
世
王
の
嫡
子
以
上
（
五
世
王
内
皇
親
＋
五
世
王
承
嫡
者
）
が
孫
女
王
（
二
世
女
王
）
を
娶
っ
て
生

ま
れ
た
男
女
が
皇
親
の
籍
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
皇
親
の
限
に
含
ま
れ
る
最
後
の
世
代
と
な
る
五
世
王
・
六
世

王
（
五
世
王
承
嫡
者
）
が
二
世
女
王
を
娶
っ
て
生
ま
れ
た
子
供
は
、
父
系
に
従
っ
て
臣
下
の
籍
に
入
れ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
特
別
に
母

の
身
分
に
従
っ
て
皇
親
の
籍
に
加
え
よ
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
母
が
二
世
女
王
な
ど
尊
貴
な
皇
族
で
あ
る
以
上
、
子
も
皇
親
と
し
て

留
め
置
く
こ
と
で
、
女
王
が
臣
下
を
生
み
だ
す
可
能
性
を
回
避
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る（

（
（

。

　

以
上
よ
り
、
我
が
国
が
い
か
に
皇
親
女
子
の
結
婚
を
厳
し
く
規
制
し
て
き
た
の
か
、
ひ
い
て
は
皇
族
の
血
の
流
出
を
警
戒
し
制
限
し
て
き

た
の
か
が
理
解
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
延
暦
十
二
年
、
桓
武
天
皇
は
三
世
以
下
の
女
王
が
臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
、
並
び

に
二
世
女
王
が
藤
原
氏
に
嫁
ぐ
こ
と
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
の
厳
し
い
婚
姻
規
制
と
、
臣
下
が
六
世
女
王
以
下
し
か
娶
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
氏
族
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
こ
の
詔
が
多
大
な
変
革
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

で
は
、
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
法
が
ど
の
よ
う
に
改
変
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
氏
族
が
詔
の
対
象
と
さ
れ
た
の

か
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

延暦十二年の詔5
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延
暦
十
二
年
の
詔
の
解
釈

　

延
暦
十
二
年
の
詔
の
全
文
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
傍
線
筆
者
）。

詔
曰
、
云
々
、
見
任
大
臣
良
家
子
孫
、
許
レ
娶
二
三
世
已
下
一、
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
レ
政
不
レ
絶
、
以
レ
此
論
レ
之
、
不
レ
可
二

同
等
一、
殊
可
レ
聽
レ
娶
二
二
世
已
下
一
者
、
云
々
、

　

解
釈
を
加
え
る
上
で
問
題
と
な
る
の
は
、
詔
中
の
「
見
任
大
臣
良
家
子
孫
」
が
指
す
範
囲
、
並
び
に
「
藤
原
氏
」
と
し
て
適
応
さ
れ
る
範

囲
。
即
ち
、
詔
が
誰
を
対
象
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
、
①
見
任
大
臣
、
②
良
家
、
③
子
孫
、
④
藤
原
氏
、

に
つ
い
て
考
察
し
て
ゆ
く
。

①
「
見
任
大
臣
（
良
家
）
子
孫
」

　

見
任
と
は
即
ち
現
在
任
じ
ら
れ
て
い
る
者
の
意
で
あ
る
か
ら
、
直
訳
す
る
な
ら
ば
、
現
在
大
臣
で
あ
る
者
の
子
孫
と
い
う
意
味
と
な
る
が
、

安
田
氏
は
こ
れ
を
、「
よ
り
普
遍
的
に
在
任
の
大
臣
を
意
味
す
る
」
と
し
て
、
延
暦
十
二
年
時
に
お
け
る
見
任
大
臣
で
あ
る
藤
原
継
縄
に
は

限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。

　

こ
れ
に
関
し
て
は
同
意
見
で
あ
る
が
、
詔
中
に
お
い
て
「
見
任
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
普
遍
的
と
い
う
よ
り
は
、「
そ
の
時
大
臣

で
あ
る
者
の
子
孫
」
と
い
う
「
見
任
」
に
対
す
る
限
定
性
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
か
つ
て
大
臣
で
あ
っ
た
者
の
子
孫
」
は
含

ま
れ
る
べ
き
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

②
「（
見
任
大
臣
）
良
家
子
孫
」

　

次
に
良
家
と
は
、
国
語
辞
典
的
に
は
良
い
家
柄
や
正
し
い
家
柄
、
豊
か
な
家
柄
を
指
す
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
で
は
対
象
が
い
さ
さ
か
漠
然

と
し
す
ぎ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

安
田
氏
は
良
家
に
含
ま
れ
る
者
と
し
て
、
大
臣
を
出
し
た
家
柄
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
家
柄
、
外
戚
氏
族
、
キ
サ
キ
を
入
れ
て
い
る
氏
族
、
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女
御
以
上
を
出
し
得
る
よ
う
な
氏
族
と
い
っ
た
、
即
ち
議
政
官
構
成
氏
族
を
中
心
と
し
た
桓
武
天
皇
と
個
人
的
繋
が
り
の
深
い
氏
族
を
指
し

て
い
る
と
す
る
。

　

し
か
し
大
臣
を
出
し
た
家
柄
、
そ
れ
に
匹
敵
す
る
家
柄
と
い
う
だ
け
で
は
、
や
は
り
適
応
範
囲
が
不
明
確
す
ぎ
よ
う
。

　

ま
た
桓
武
天
皇
の
外
戚
氏
族
へ
の
優
遇
が
目
立
つ
の
は
延
暦
十
三
年
（
七
九
四
）
の
平
安
京
遷
都
後
で
あ
り
、
延
暦
十
二
年
時
に
大
臣
家

と
並
列
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
足
り
得
た
か
と
い
う
と
甚
だ
疑
問
で
あ
る
。
し
か
も
和
家
麻
呂
の
薨
伝
に
は
、「
為
人
木
訥
、
以
二

帝
外
戚
一、
特
被
二
擢
進
一、
蕃
人
入
二
相
府
一、
自
レ
此
始
終
、」（『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
三
年
四
月
廿
七
日
条
）
と
あ
り
、「
蕃
人
」
と
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
見
て
も
、
外
戚
和
氏
を
「
良
家
」
と
呼
ん
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
あ
く
ま
で
、
優
遇
と
良
家
待
遇
と
は
別
の
も
の
で
あ

る
。

　

キ
サ
キ
を
入
れ
て
い
る
氏
族
、
女
御
以
上
を
出
し
得
る
よ
う
な
氏
族
に
関
し
て
も
、
平
安
初
期
に
お
け
る
「
入
内
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

家
柄
」
が
決
し
て
ご
く
一
部
に
限
定
さ
れ
た
特
権
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
対
象
を
限
定
さ
れ
て
い
る
延
暦
十
二
年
の
詔
に
お

い
て
「
良
家
」
と
し
て
含
ま
れ
た
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
ま
で
の
頑
な
な
皇
親
女
子
の
婚
姻
規
制
を
鑑
み
て
も
、「
入
内
す
る
こ
と
」
を

「
降
嫁
さ
れ
得
る
こ
と
」
と
同
義
と
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
、
桓
武
天
皇
の
「
個
人
的
繋
が
り
」
を
重
視
す
る
な
ら
ば
、「
良
家
」
で
は
な
く
明
確
な
「
外
戚
」
等
の
直
接
的
表
記
が
必
要

だ
っ
た
の
で
あ
り
、
安
田
氏
の
挙
げ
る
と
こ
ろ
の
範
囲
は
い
ず
れ
も
「
良
家
」
の
定
義
と
し
て
憶
測
の
域
を
出
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

で
は
詔
の
中
で
、
明
確
に
「
良
家
」
と
見
做
さ
れ
る
の
が
ど
う
い
う
氏
族
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
『
本
朝
文
粹
』
天
長
四
年
六

月
十
三
日
の
太
政
官
符
に
「（
前
略
）
太
政
官
去
十
一
月
十
五
日
符
偁
、
案
二
唐
式
一、
昭
文
崇
文
両
舘
學
生
、
取
二
三
品
已
上
子
孫
一、
不
レ

選
二
凡
流
一、
今
須
下
文
章
生
者
取
二
良
家
子
弟
一、（
中
略
）
今
謂
二
良
家
一、
偏
據
二
符
文
一、
似
レ
謂
二
三
位
已
上
一、（
後
略
）」
と
い
う
記
述
が
あ

る
。
即
ち
、
文
章
生
は
「
良
家
子
弟
」
か
ら
取
る
べ
き
だ
と
し
た
上
で
、「
良
家
」
と
は
「
三
位
已
上
」
を
言
う
と
す
る
。
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同
じ
く
『
政
事
要
略
』（
糾
弾
雜
事
）「
罪
名
并
贖
銅
八
虐
六
議
」
の
六
議
に
は
「
六
曰
、
議
レ
貴
、 

謂
、
三
位
以
上
、 

戸
令
云
、（
中
略
）、

又
以
二
三
位
一、
為
二
良
家
一
之
由
、
見
二
至
要
雜
事
一、」
と
あ
り
、
三
位
を
以
て
「
良
家
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（

（
（

。

　

更
に
『
類
聚
三
代
格
』
寛
平
六
年
二
月
廿
三
日
の
太
政
官
符
で
は
「
應
下
准
二
耕
田
數
一
班
二│

擧
正
税
一
幷
有
二
對
捍
輩
一
卽
科
中
其
罪
上
事
、

（
中
略
）、
班
二
擧
買
耕
之
人
一、
而
或
諸
司
官
人
雜
任
幷
良
家
子
弟
内
外
散
位
以
下
及
諸
院
諸
宮
王
臣
勢
家
人
等
、
多
接
二
部
内
一
領
二│

作
田
地
一、

（
後
略
）」
と
あ
っ
て
、
良
家
が
即
ち
勢
家
（
そ
の
時
勢
い
の
あ
る
権
門
や
権
力
者
）
と
は
別
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
て
い
る
。

　

以
上
よ
り
、「
良
家
」
と
は
具
体
的
に
三
位
以
上
の
家
柄
を
指
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

も
っ
と
も
「
見
任
大
臣
」
同
様
、「
三
位
以
上
子
孫
」
と
明
確
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、「
良
家
」
に
は
三
位
以
上
の
家
と

い
う
意
味
に
加
え
て
、
国
語
的
な
意
味
で
の
良
家
＝
良
い
家
柄
と
認
識
さ
れ
る
一
部
氏
族
も
多
少
な
り
と
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
但
し
そ
れ
は
安
田
氏
の
述
べ
る
大
臣
家
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
家
柄
と
い
う
権
力
的
な
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
女
が
女
御
と
な
り
得

る
か
ど
う
か
も
問
題
で
は
な
く
、
即
ち
「
勢
家
」
で
は
な
く
、
王
族
末
裔
氏
族
等
の
ご
く
一
部
の
伝
統
的
な
名
門
氏
族
が
対
象
と
な
っ
た
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

③
「（
見
任
大
臣
良
家
）
子
孫
」

　

こ
こ
で
「
子
孫
」
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、「
子
孫
」
が
即
ち
「
子
」
と
「
孫
」
と
い
う
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
「
子
孫
」

と
い
う
永
続
的
な
も
の
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
た
め
で
あ
る
。

　

安
田
氏
は
『
皇
室
制
度
史
料
』
に
お
い
て
「
子
孫
」
を
「
子
・
孫
」
と
限
定
的
に
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
実
例
に
照
ら
し
合
わ
せ

れ
ば
む
し
ろ
「
子
孫
」
と
解
さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。

　

但
し
、
こ
の
安
田
氏
が
根
拠
に
す
る
と
こ
ろ
の
実
例
の
大
半
が
藤
原
氏
の
事
例
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
「
見
任
大
臣
良
家
子
孫
」
に
関
す

る
実
例
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、「
子
孫
」
と
す
る
説
は
一
概
に
は
支
持
し
難
い（

（
（

。
し
か
も
「
見
任
」
で
あ
っ
た
大
臣
の
子
孫
す
べ
て
を
指
す
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こ
と
は
、
そ
の
後
の
盛
衰
に
関
係
な
く
適
応
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
結
果
を
生
み
だ
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
を

鑑
み
れ
ば
、「
見
任
大
臣
」
に
関
し
て
は
、
対
応
す
る
子
孫
も
限
定
的
で
あ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
だ
ろ
う
。

　

一
方
で
安
田
氏
の
挙
げ
る
実
例
中
、
橘
広
相
に
関
し
て
は
、
確
か
に
良
家
子
孫
と
し
て
の
実
例
で
あ
る
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、「
良
家
」
に
は
時
代
に
よ
っ
て
移
り
替
わ
る
「
三
位
以
上
の
家
」
の
意
の
他
に
「
伝
統
的
な
良
い
家
柄
」
が
含
ま

れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
た
め
、
広
相
も
ま
た
嵯
峨
皇
后
・
橘
嘉
智
子
を
輩
出
し
た
王
族
末
裔
氏
族
橘
氏
の
後
裔
と
し
て
、
女
王
を
娶
り
得
た

の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、「
良
家
」
に
関
し
て
は
「
子
・
孫
」
に
限
定
さ
れ
な
い
「
子
孫
」
と
し
て
の
適
応
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

　

従
っ
て
、「
子
孫
」
の
指
す
と
こ
ろ
を
厳
密
に
規
定
す
る
こ
と
、
並
び
に
実
証
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
し
か
し
私
は

「
見
任
大
臣
」
と
い
う
限
ら
れ
た
個
人
に
対
し
て
は
狭
い
意
味
で
の
「
子
・
孫
」
を
意
味
し
、「
良
家
」
と
い
う
限
ら
れ
な
い
家
に
対
し
て
は

広
い
意
味
で
の
「
子
孫
」
を
意
味
し
た
と
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

④
「
藤
原
氏
」

　

最
後
に
、
特
別
に
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
藤
原
氏
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　

安
田
氏
は
、「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
」
と
い
う
か
ら
に
は
、
藤
原
氏
す
べ
て
を
指
す
の
で
は
な
く
、
主
に
大
臣
・
納
言
を
出
し
た
系
統

を
意
味
す
る
と
し
て
、
可
能
性
の
あ
る
系
統
を
列
挙
し
て
い
る（

（（
（

。
し
か
し
当
詔
は
「
但
藤
原
氏
者
、
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
、」
と
し
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
即
ち
、
安
田
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
で
あ
る
藤
原
氏
勢
流
が
、
特
別
に
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を

許
さ
れ
た
」
の
で
は
な
く
、「
但
し
藤
原
氏
は
、
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
で
あ
る
か
ら
、
二
世
女
王
を
娶
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
」
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
」
は
「
藤
原
氏
」
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
藤
原
氏
が
特
に
優
遇
さ
れ
る
理
由
と
し
て
述
べ
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
言
え
ば
、
詔
中
に
藤
原
氏
の
系
統
を
限
定
す
る
よ
う
な
内
容
は
含
ま
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
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例
え
ば
、
安
田
氏
の
挙
げ
る
二
世
女
王
を
娶
り
得
る
系
統
に
含
ま
れ
て
は
い
な
い
事
例
と
し
て
、
京
家
の
祖
・
麻
呂
か
ら
数
え
て
四
世
の

玄
孫
と
な
る
正
五
位
下
信
濃
掾
・
藤
原
興
嗣
が
、
清
和
皇
孫
・
貞
元
親
王
女
（
二
世
女
王
）
と
結
婚
し
た
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
『
中
古
歌
仙 

三
十
六
人
伝
』
の
藤
原
忠
房
の
項
に
お
い
て
、「
信
乃
掾
興
嗣
男
、
母
貞
元
親
王
女
、」
と
さ
れ
る
こ
と
に
典
拠
し
て
お
り
、
即
ち
、
忠
房
の

母
で
あ
る
貞
元
親
王
女
が
忠
房
の
父
で
あ
る
興
嗣
の
室
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

　

安
田
氏
は
こ
の
事
例
に
関
し
て
、
興
嗣
と
貞
元
親
王
女
と
の
間
に
一
世
代
ほ
ど
の
年
齢
差
が
あ
る
こ
と
か
ら
誤
伝
を
指
摘
し
て
い
る

が
、
一
世
代
以
上
の
年
齢
差
に
よ
る
婚
姻
は
他
に
も
例
の
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
根
拠
と
は
し
難
い
。
ま
た
『
尊
卑
文
脈
』
で
は
貞
元
親
王
女

は
忠
房
の
子
で
あ
る
親
公
の
生
母
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
氏
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
貞
元
親
王
女
が
興
嗣
で
は
な
く
忠
房
室
で

あ
っ
た
可
能
性
も
大
い
に
あ
り
得
る
た
め
、
誤
伝
と
し
て
実
例
か
ら
は
除
き
難
い
。

　

も
っ
と
も
興
嗣
（
忠
房
）
と
貞
元
親
王
女
の
結
婚
は
延
暦
十
二
年
よ
り
百
年
足
ら
ず
が
経
過
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
法
の
拘
束
力

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
既
に
藤
原
氏
の
庶
流
と
な
っ
て
長
い
興
嗣
（
忠
房
）
が
二
世
女
王
を
娶
っ
て
い
る
事

実
は
、
延
暦
十
二
年
の
詔
の
定
め
る
と
こ
ろ
の
「
藤
原
氏
」
に
、
系
統
に
対
す
る
拘
束
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
敢
え
て
「
累
代
相
承
、
摂
政
不
絶
」
の
系
統
を
意
識
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
即
ち
藤
原
氏
の
祖
と
も

い
う
べ
き
鎌
足
―
不
比
等
の
子
孫
す
べ
て
を
指
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
詔
中
に
お
け
る
「
藤
原
氏
」
に
は
限
定
性
が
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
但
し
実
際
の
女
王
降
嫁
の
実
例
が
多
く
な
い
こ

と
を
鑑
み
て
も
、
安
田
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
、
限
ら
れ
た
系
統
の
み
が
対
象
に
な
り
得
る
と
い
う
限
定
性
が
、
良
識
の
範
囲
内
に
お
い

て
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、
桓
武
天
皇
が
以
上
の
よ
う
な
詔
を
発
布
し
た
意
図
と
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
を
、
次
の
第
二
章
に
お
い
て
考
察

し
て
ゆ
く
。
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二　

詔
発
布
の
背
景
と
そ
の
意
図

1　

延
暦
十
二
年
の
情
勢

　

詔
の
出
さ
れ
た
背
景
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
は
度
々
桓
武
天
皇
の
出
自
の
低
さ
が
女
王
降
嫁
へ
の
抵
抗
を
無
く
し
た
た
め
と
さ
れ
て
き

た（
（（
（

。
こ
の
所
見
に
は
私
も
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
詔
を
出
し
得
た
理
由
の
一
端
と
は
な
り
得
る
も
の
の
、
詔
を
出
す
こ

と
を
思
い
至
っ
た
理
由
で
は
な
い
。
即
ち
先
行
研
究
に
お
け
る
見
解
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
延
暦
十
二
年
と
い
う
年
に
婚
姻
規
制
緩
和
の
詔
の
発

布
を
決
定
し
た
具
体
的
理
由
に
関
す
る
考
察
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

で
は
桓
武
天
皇
が
延
暦
十
二
年
に
至
り
詔
を
発
布
せ
ん
と
考
え
た
理
由
が
何
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
、
延
暦
十
二
年
前
後

を
中
心
と
し
た
当
時
の
情
勢
に
つ
い
て
以
下
に
考
察
す
る
。

①
廟
堂
の
様
相

　

ま
ず
『
公
卿
補
任
』
よ
り
、
桓
武
朝
に
お
け
る
議
政
官
構
成
氏
族
の
傾
向
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
。

　

桓
武
天
皇
は
父
・
光
仁
天
皇
の
思
い
が
け
な
い
即
位
に
よ
り
一
世
皇
子
（
親
王
）
と
な
っ
た
が
、
初
め
立
太
子
さ
れ
た
の
は
井
上
内
親
王

所
生
の
他
戸
親
王
で
あ
り
、
山
部
親
王
（
桓
武
）
は
皇
位
継
承
圏
外
で
あ
っ
た
。
し
か
し
他
戸
親
王
を
推
す
藤
原
北
家
・
永
手
が
薨
じ
る
と
、

間
も
な
く
井
上
内
親
王
は
廃
后
、
他
戸
親
王
は
廃
太
子
さ
れ
る
。
こ
の
廃
后
・
廃
太
子
に
伴
う
山
部
親
王
擁
立
は
、『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十

年
七
月
九
日
条
、
並
び
に
『
公
卿
補
任
』
宝
亀
二
年
（
百
川
伝
）
に
お
い
て
、
式
家
・
百
川
の
奇
計
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

即
ち
、
桓
武
天
皇
の
即
位
に
は
百
川
や
そ
の
異
母
兄
の
良
継
（
桓
武
皇
后
・
乙
牟
漏
の
父
）
等
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
桓
武
天
皇
は
延
暦
二
十
一
年
六
月
の
宴
の
最
中
、
皇
太
子
等
を
召
し
、「
微
二
緒
嗣
之
父
一、
予
豈
得
レ
踐
二
帝
位
一
乎
、

雖
レ
知
下
緒
嗣
為
中
臣
下
所
上
レ
恠
、
而
其
父
元
功
、
予
尚
不
レ
忘
、
冝
下
拝
二
参
議
一
以
報
中
宿
恩
上、」（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
年
七
月
廿
三
日
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条
）
と
し
て
、
予
（
桓
武
）
を
即
位
さ
せ
て
く
れ
た
百
川
へ
の
恩
を
忘
れ
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
即
ち
、
桓
武
天
皇
は
藤
原
式
家

の
後
見
の
も
と
即
位
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
即
位
以
前
の
宝
亀
八
年
（
七
七
七
）
に
良
継
、
同
十
年
に
百
川
が
既
に
薨
じ
て
い
る
も
の
の
、

藤
原
氏
を
優
遇
し
得
る
理
由
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
桓
武
朝
初
期
の
廟
堂
に
は
、
藤
原
氏
の
起
用
が
大
変
に
目
立
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
桓
武
天
皇
が
即
位
し
た
天
応
元
年
（
七
八
一
）
の
廟
堂
の
構
成
は
、
左
大
臣
・
藤
原
魚
名
を
筆
頭
に
藤
原
氏
八
名
、
大
中
臣

氏
一
名
、
石
上
氏
一
名
、
大
伴
氏
二
名
、
紀
氏
一
名
、
石
川
氏
一
名
、
皇
親
一
名
で
あ
る
。
翌
延
暦
元
年
（
七
八
二
）
に
は
左
大
臣
か
ら
中

納
言
に
至
る
ま
で
の
す
べ
て
を
藤
原
氏
が
独
占
し
、
藤
原
氏
七
名
、
大
中
臣
氏
一
名
、
大
伴
氏
二
名
、
紀
氏
一
名
、
石
川
氏
一
名
、
皇
親
一

名
と
な
る
。
特
に
延
暦
二
年
に
始
め
て
参
議
に
起
用
さ
れ
た
式
家
・
種
継
が
桓
武
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
か
ら
二
年
の
内
に

正
三
位
中
納
言
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
並
び
に
薨
伝
に
お
い
て
「
天
皇
甚
委
二│

任
之
一、
中
外
之
事
皆
取
レ
決
焉
、」（『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年

九
月
廿
四
日
条
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
延
暦
四
年
、
そ
の
種
継
が
暗
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
る
と
、

以
後
廟
堂
に
は
紀
氏
、
佐
伯
氏
等
の
進
出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
く
る
。

　

そ
し
て
本
稿
の
主
題
で
あ
る
詔
の
発
布
さ
れ
た
延
暦
十
二
年
に
な
る
と
、
依
然
と
し
て
藤
原
氏
が
筆
頭
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
構
成
は
藤

原
氏
三
名
、
大
中
臣
氏
一
名
、
紀
氏
一
名
、
石
川
氏
一
名
、
皇
親
二
名
と
な
り
、
桓
武
朝
初
期
の
半
分
以
下
の
起
用
数
へ
と
激
減
し
て
い
る
。

　

更
に
翌
延
暦
十
三
年
、
平
安
京
へ
遷
都
を
す
る
と
、
新
た
に
藤
原
氏
三
名
が
参
議
に
起
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
長
く
参
議
の
席
に
あ
っ

た
神
王
・
壹
志
濃
王
・
紀
古
佐
美
が
中
納
言
へ
と
昇
進
し
、
同
十
五
年
の
右
大
臣
・
藤
原
継
縄
の
薨
去
に
よ
り
、
つ
い
に
廟
堂
の
筆
頭
は
同

年
大
納
言
と
な
っ
た
神
王
・
紀
古
佐
美
と
な
る
。
そ
し
て
延
暦
十
七
年
、
神
王
の
右
大
臣
就
任
、
壹
志
濃
王
の
大
納
言
昇
進
に
よ
り
、
桓
武

朝
は
皇
親
政
権
を
樹
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

以
上
よ
り
、
種
継
暗
殺
事
件
以
後
、
藤
原
氏
の
圧
倒
的
優
位
性
は
減
退
し
た
も
の
の
な
お
廟
堂
の
筆
頭
と
し
て
あ
り
続
け
た
が
、
平
安
京

遷
都
を
期
に
更
に
勢
力
は
衰
退
し
、
皇
親
の
進
出
に
よ
っ
て
桓
武
朝
政
権
が
皇
親
政
治
へ
と
転
換
し
た
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
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こ
う
し
た
藤
原
氏
の
勢
力
衰
退
の
背
景
と
し
て
、
野
村
忠
夫
氏
は
、
藤
原
氏
の
地
歩
形
成
に
伴
っ
て
内
部
諸
家
間
の
勢
力
を
め
ぐ
る
暗
闘

が
生
ま
れ
た
こ
と
、
並
び
に
参
議
に
起
用
す
べ
き
一
定
の
年
齢
と
官
歴
に
達
し
た
人
物
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て
い

る（
（（
（

。
一
方
で
佐
藤
宗
諄
氏
は
、
野
村
氏
の
説
を
受
け
、
藤
原
氏
内
に
お
け
る
七
四
〇
年
～
五
〇
年
代
出
生
者
が
少
な
か
っ
た
可
能
性
を
述
べ

た
上
で
、
し
か
し
同
時
期
の
五
位
叙
爵
者
傾
向
に
は
大
差
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
単
純
に
藤
原
氏
が
新
た
に
参
議
に
任
用
さ
れ
な
か
っ

た
だ
け
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　

そ
の
中
で
佐
藤
氏
は
、
種
継
暗
殺
事
件
以
後
参
議
に
起
用
さ
れ
る
べ
き
可
能
性
が
あ
っ
た
者
の
内
出
身
の
明
ら
か
な
者
十
二
名
（
北
家
・

五
名
、
南
家
・
五
名
、
式
家
一
名
、
京
家
一
名
）
に
関
し
て
、
北
家
は
免
官
、
左
遷
、
死
去
、
種
継
事
件
へ
の
関
与
な
ど
で
進
出
せ
ず
、
南

家
に
は
中
級
官
人
と
し
て
生
涯
を
終
え
た
者
が
多
く
、
ま
た
京
家
は
浜
成
の
左
降
事
件
も
あ
っ
て
元
々
弱
体
で
あ
っ
た
中
で
、
式
家
の
数
が

少
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
良
継
・
百
川
・
種
継
等
に
よ
っ
て
藤
原
氏
族
内
に
お
い
て
も
躍
進
し
て
い
た
式
家
で
あ
っ
た

が
、
種
継
の
死
後
そ
の
後
継
を
務
め
る
べ
き
者
も
な
く
他
家
と
同
様
の
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
藤
原
氏
勢
力
が
衰
退
し
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
こ
れ
を
期
に
進
出
し
た
他
氏
族
も
ま
た
他
の
氏
族
を
圧
倒
す
る
だ
け
の
力
量
は
持
ち
得
な
か
っ
た
た
め
に
、

桓
武
朝
後
半
期
は
皇
親
政
権
に
よ
る
皇
親
政
治
期
へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
転
換
期
と
な
っ
た
の
が
、
神
王
・
壹
志
濃
王
の
躍
進
の
年
。
即
ち
、
延
暦
十
二
年
か
ら
同
十
三
年
の
、
平
安
京
遷
都
の
構
想

と
実
現
が
な
さ
れ
た
時
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

②
造
都
・
棄
都
・
遷
都

　

延
暦
十
三
年
の
平
安
京
遷
都
を
期
に
神
王
・
壹
志
濃
王
等
皇
親
が
進
出
し
始
め
た
原
因
と
し
て
、
遷
都
が
政
策
の
心
機
一
転
を
行
う
に
相

応
し
い
一
つ
の
節
目
と
な
り
得
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
平
安
京
に
遷
都
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
僅
か
十
年
の
都
で
あ
っ
た
長
岡
京

を
棄
都
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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桓
武
天
皇
は
早
く
よ
り
大
和
国
か
ら
山
背
国
へ
の
遷
都
を
構
想
し
て
い
た
。
特
に
延
暦
元
年
、
長
岡
京
造
都
の
推
進
者
で
あ
る
藤
原
種
継（

（（
（

が
参
議
に
起
用
さ
れ
る
と
、
翌
月
に
は
平
城
京
造
宮
省
が
廃
止
さ
れ
、
早
く
も
平
城
京
棄
都
の
兆
し
が
現
れ
る
。
そ
し
て
延
暦
三
年
五
月
十

六
日
に
乙
訓
郡
長
岡
村
の
地
を
視
察
し
、
同
六
月
一
日
に
種
継
等
を
造
長
岡
京
使
に
任
命
す
る
と
、
視
察
か
ら
僅
か
半
年
後
の
同
年
十
一
月

十
一
日
、
つ
い
に
長
岡
京
へ
と
遷
都
す
る
（
以
上
『
続
日
本
紀
』）。

　

一
方
の
平
安
京
に
つ
い
て
は
、
桓
武
天
皇
が
平
安
京
遷
都
を
構
想
し
て
山
背
国
葛
野
郡
宇
陀
野
を
視
察
さ
せ
た
の
が
延
暦
十
二
年
正
月
十

五
日
で
あ
り
、
実
際
に
遷
都
し
た
の
は
翌
十
三
年
十
月
廿
八
日
の
こ
と
で
あ
る
（
以
上
『
日
本
紀
略
』）。
そ
し
て
平
安
京
の
造
営
は
、
長
岡

京
造
営
時
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
桓
武
天
皇
の
積
極
的
な
参
加
の
も
と（

（（
（

、
和
気
清
麻
呂
、
菅
野
真
道
等
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。

　

長
岡
京
遷
都
と
平
安
京
遷
都
と
を
比
較
す
る
と
、
主
な
推
進
者
が
異
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
構
想
の
具
体
化
か
ら
遷
都
実
現
ま
で
の
期
間

が
圧
倒
的
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
平
安
京
は
同
山
背
国
内
で
の
遷
都
で
あ
り
な
が
ら
一
年
半
の
準
備
期
間
を
取
っ
て
い
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
長
岡
京
は
国
を
隔
て
て
の
遷
都
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
僅
か
半
年
、
造
営
が
始
ま
っ
て
か
ら
を
起
点
と
す
る
な
ら
ば
、
遷
都

ま
で
五
ヶ
月
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

長
岡
京
遷
都
が
急
が
れ
た
理
由
と
し
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
既
に
、
日
次
が
良
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
延
暦
三

年
と
は
万
事
改
ま
る
「
甲
子
革
令
」
の
年
で
あ
っ
て
、
し
か
も
こ
の
年
の
十
一
月
一
日
は
十
九
年
に
一
度
し
か
巡
っ
て
こ
な
い
「
朔
旦
冬

至
」
の
日
と
な
る
こ
と
か
ら
、
遷
都
す
る
に
あ
た
っ
て
大
変
縁
起
が
良
か
っ
た
の
で
あ
る
（
但
し
実
際
の
遷
都
は
十
一
月
十
一
日
で
あ
る
）。

同
時
に
、
長
岡
京
遷
都
が
遷
都
反
対
派
を
恐
れ
て
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
、
ま
た
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
日
次
を
重
要
と
す
る
な
ら

ば
、
本
来
造
営
の
起
点
を
早
め
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
極
め
て
短
期
間
で
迅
速
に
遷
都
を
行
っ
た
事
実
は
、
長
岡
京
、
ひ

い
て
は
山
背
国
遷
都
に
対
す
る
反
対
派
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
証
明
に
他
な
ら
な
い
。

　

こ
の
懸
念
は
遷
都
の
翌
年
、
延
暦
四
年
九
月
廿
三
日
の
種
継
暗
殺
事
件
に
お
い
て
現
実
の
も
の
と
な
る
。
即
ち
、
大
和
国
に
根
強
い
基
盤

14



を
持
つ
大
伴
氏
を
中
心
と
し
た
反
対
派
に
よ
り
、
山
背
国
遷
都
の
推
進
者
で
あ
っ
た
種
継
が
暗
殺
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
長
岡
京
と
は
、
桓
武
天
皇
の
寵
臣
で
あ
っ
た
種
継
が
命
を
賭
し
て
切
り
開
い
た
都
で
あ
り
、
桓
武
朝
前
半
期
に
お
け
る
藤
原
氏
最

大
の
功
と
も
い
う
べ
き
大
事
業
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
桓
武
天
皇
は
何
故
、
大
望
を
か
け
て
造
営
を
始
め
た
長
岡
京
を
僅
か
十
年
で
棄
都
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

棄
都
の
理
由
と
し
て
、
先
学
で
は
早
良
親
王
怨
霊
説
・
水
災
説
の
二
説
を
中
心
に
論
議
さ
れ
て
き
た
。

　

例
え
ば
怨
霊
説
と
は
、
喜
田
貞
吉
氏
に
始
ま
り
山
中
裕
氏
、
中
山
修
一
氏
、
佐
伯
有
清
氏
等
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
説
で
あ
る（

（（
（

。
つ

ま
り
、
延
暦
九
年
～
十
年
頃
は
廃
皇
太
弟
・
早
良
親
王
の
怨
霊
が
最
も
恐
れ
ら
れ
た
時
期
で
あ
り
、
皇
太
子
・
安
殿
親
王
の
病
が
早
良
親
王

の
祟
り
に
よ
る
と
い
う
卜
も
あ
っ
て
、
遷
都
を
決
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
安
井
良
三
氏
は
、
安
殿
親
王
の
病
は
怨

霊
の
祟
り
で
は
な
く
、
早
良
親
王
が
罪
を
赦
除
さ
れ
た
後
も
、
そ
の
墓
が
濫
穢
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
た
め
の
祟
り
で
あ
っ
た
こ
と
、
早

良
親
王
の
怨
霊
が
祟
る
と
い
う
思
想
は
平
安
遷
都
後
に
成
立
し
た
と
見
る
べ
き
こ
と
を
述
べ
て
い
る（

（（
（

。
一
方
田
中
重
久
氏
は
、
長
岡
京
流
域

に
は
氾
濫
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
廃
都
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
水
災
説
を
唱
え（

（（
（

、
ま
た
延
暦
十
一
年
の
二
度
に
渡
る
洪
水
被

害
等
が
原
因
と
し
て
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
更
に
前
川
明
久
氏
は
、
水
災
説
再
考
の
上
で
、
や
は
り
廃
都
の
理
由
は
水
災
に
よ
る
も
の
で

あ
る
と
述
べ
た
上
で
、
加
え
て
桓
武
天
皇
が
怨
霊
恐
怖
に
駆
ら
れ
た
た
め
だ
と
す
る
、
怨
霊
に
よ
る
水
災
説
を
提
唱
し
て
い
る（

（（
（

。

　

そ
の
他
諸
説
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
以
上
を
踏
ま
え
た
上
で
瀧
浪
貞
子
氏
は
、
長
岡
京
棄
都
の
理
由
に
怨
霊
や
洪
水
の
問
題
が
無

関
係
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
実
際
の
理
由
は
長
岡
京
が
「
十
年
」
と
い
う
節
目
を
迎
え
た
た
め
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
即
ち
、
か
つ
て
の

建
物
の
耐
用
年
数
は
ほ
ぼ
二
十
年
で
あ
り
、
十
年
と
は
建
造
物
の
生
命
の
半
分
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
。
並
び
に
次
の
平
安
京
造
都
も
十
一

年
目
に
造
宮
職
が
廃
止
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
工
事
が
事
実
上
十
年
で
終
止
符
を
打
た
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
十
年
が
一
つ
の
造
都
の
区

切
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
二
月
廿
一
日
条
の
和
気
清
麻
呂
薨
伝
に
は
「
長
岡
新
都
、
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経
二
十
載
一
未
レ
成
レ
功
、
費
不
レ
可
二
勝
計
一、
清
麻
呂
潜
奏
、
令
下
上
託
二
遊
猟
一
相
中
葛
野
地
上、
更
遷
二
上
都
一、」
と
あ
り
、
長
岡
京
が
十
年
の

造
都
工
事
を
経
て
な
お
未
だ
完
成
し
な
い
た
め
に
、（
だ
か
ら
長
岡
京
は
こ
の
あ
た
り
で
棄
て
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
、
と
）
密
か
に
奏
上

し
た
と
こ
ろ
、
遷
都
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
。

　

お
そ
ら
く
桓
武
天
皇
は
、
種
継
の
功
績
た
る
長
岡
京
棄
都
へ
の
躊
躇
を
持
ち
つ
つ
、
し
か
し
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
完
成
せ
ず
水
害
等
に
も

悩
ま
さ
れ
る
長
岡
京
に
対
し
て
疲
倦
す
る
気
持
ち
も
あ
り
、
そ
れ
が
清
麻
呂
の
奏
上
と
十
年
と
い
う
節
目
を
機
に
、
つ
い
に
棄
都
と
い
う
決

断
を
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
よ
り
延
暦
十
三
年
の
平
安
京
遷
都
と
い
う
年
は
、
藤
原
氏
が
勢
力
衰
退
し
、
皇
親
勢
力
が
廟
堂
進
出
す
る
こ
と
に
な
る
政
権
交
代
期

で
あ
っ
て
、
同
時
に
藤
原
氏
の
功
績
た
る
長
岡
京
を
棄
都
し
た
年
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
た
か
と
思
う
。
つ
ま
り
延
暦
十
三
年
は
、

藤
原
氏
に
特
別
の
恩
寵
を
持
っ
た
長
岡
京
時
代
を
棄
て
、
皇
親
を
取
り
立
て
た
平
安
京
時
代
へ
と
転
換
し
た
節
目
の
年
な
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
延
暦
十
二
年
の
詔
発
布
の
背
景
に
も
、
①
廟
堂
に
参
画
す
る
よ
う
に
な
っ
た
皇
親
（
諸
王
）
へ
の
計
ら
い
＝
皇
親
政
策
の
一
環
と
、

②
衰
退
を
目
前
と
し
た
藤
原
氏
へ
の
別
格
の
計
ら
い
＝
恩
賞
的
な
一
面
、
の
二
つ
の
原
因
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
次
に
、
皇
親
政
策
の
一
環
と
し
て
の
一
面
、
並
び
に
藤
原
氏
へ
の
恩
賞
と
し
て
の
一
面
と
い
う
点
か
ら
、
詔
発
布
の
原
因
を
更
に

掘
り
下
げ
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

2　

皇
親
政
策
の
一
環
と
し
て

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
桓
武
朝
後
半
期
に
お
い
て
飛
躍
的
な
廟
堂
進
出
を
果
た
し
た
皇
親
と
は
、
神
王
と
壹
志
濃
王
の
二
名
で
あ
る
。

　

神
王
は
七
三
七
～
八
〇
六
年
に
生
き
た
人
物
で
、
桓
武
天
皇
、
藤
原
種
継
と
は
同
年
の
生
ま
れ
と
な
る
。
父
は
光
仁
兄
弟
・
榎
井
皇
子
で

あ
り
、
天
智
曾
孫
（
三
世
王
）
で
あ
っ
た
神
王
は
、
光
仁
天
皇
即
位
に
伴
う
父
へ
の
親
王
宣
下
と
一
世
王
昇
格
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
二
世
王
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的
な
立
場
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
神
王
の
室
は
従
妹
で
あ
り
桓
武
天
皇
異
母
妹
で
あ
る
光
仁
皇
女
・
美
努
摩
内
親
王
で
あ
り
、

桓
武
天
皇
と
は
極
め
て
近
し
い
親
縁
関
係
に
あ
っ
た
。
ま
た
神
王
の
性
格
は
薨
伝
に
「
性
恭
謹
少
レ
文
、
接
レ
物
淡
若
、
雖
レ
居
二
顕
貴
一、
克

有
レ
終
焉
、」（『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
四
月
廿
四
日
条
）
と
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
性
格
が
桓
武
天
皇
に
重
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
壹
志
濃
王
は
、
七
三
三
～
八
〇
五
年
に
生
き
た
人
物
で
あ
る
。
神
王
と
同
じ
天
智
曾
孫
で
あ
り
、
父
の
光
仁
兄
弟
・
湯
原
親
王
へ
の

親
王
宣
下
に
伴
い
、
や
は
り
二
世
王
的
な
立
場
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
兄
妹
に
、
光
仁
天
皇
の
後
宮
に
入
っ
た
尾
張
女
王
が
お
り
、

稗
田
親
王
を
生
ん
で
い
る
。

　

延
暦
十
二
年
の
詔
と
は
即
ち
女
王
と
臣
下
と
の
結
婚
を
許
し
た
詔
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
女
王
の
存
在
が
重
要
と
な
る
。
し
か
し
既
に

安
田
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
延
暦
十
二
年
時
の
諸
親
王
の
年
齢
か
ら
見
て
も
、
詔
の
適
応
範
囲
内
と
な
る
婚
姻
適
齢
期
の
二
世
女
王

は
殆
ど
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
唯
一
、
尾
張
女
王
所
生
の
光
仁
皇
子
・
稗
田
親
王
に
女
（
二
世
女
王
）
が
存
在
し
て
い
た
可

能
性
は
あ
る
が
、
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
先
行
研
究
で
は
、
詔
の
発
布
時
に
該
当
す
る
二
世
女
王
が
存
在
し
な
い
と
い
う

こ
と
は
、
つ
ま
り
詔
が
将
来
的
な
優
遇
を
語
っ
た
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
。

　

し
か
し
皇
親
側
か
ら
延
暦
十
二
年
の
詔
を
捉
え
た
時
、
果
た
し
て
二
世
女
王
が
存
在
す
る
か
否
か
は
問
題
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
世
代
は

関
係
な
く
、
少
な
く
と
も
神
王
や
壹
志
濃
王
ら
二
世
王
の
女
（
三
世
女
王
）
や
孫
（
四
世
女
王
）
に
対
す
る
婚
制
緩
和
が
実
現
さ
れ
た
時
点

で
、
皇
親
に
と
っ
て
は
大
き
く
意
味
の
あ
る
詔
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
即
ち
、
我
が
国
の
政
治
体
制
が
合
議
制
を
基
本
と

す
る
こ
と
か
ら
も
、
皇
親
が
廟
堂
に
進
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
廟
堂
内
で
の
協
力
関
係
を
結
ぶ
た
め
に
女
王
が
臣
下
に
嫁
ぐ
こ
と
が
許
さ
れ

た
こ
と
は
、
大
い
に
価
値
の
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
女
王
が
何
世
で
あ
る
か
は
問
題
に
は
な
ら
な
い
。
廟
堂
に
参

画
す
る
王
の
女
な
り
孫
な
り
に
あ
た
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
桓
武
天
皇
の
皇
親
政
権
の
構
想
上
、
皇
親
（
諸
王
）
が
有
力
な
臣
下
と
緊
密
な
関
係
を
築
く
こ
と
は
彼
ら
を
廟
堂
に
参
画
さ
せ
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る
上
で
非
常
に
有
益
で
あ
り
、
皇
親
家
（
諸
王
家
）
が
官
人
家
と
し
て
存
続
し
て
い
く
上
で
も
有
意
義
な
詔
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て

神
王
・
壹
志
濃
王
に
女
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
以
上
、
詔
は
発
布
時
よ
り
十
分
に
機
能
し
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
延
暦
十
二
年
直
後
の
女
王
と
臣
下
の
結
婚
に
関
す
る
実
例
が
史
料
上
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
り
、
桓
武
朝
と
共
に

神
王
政
権
が
瓦
解
し
て
以
後
、
そ
れ
に
続
く
皇
親
（
諸
王
）
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
ゆ
え
に
以
上
述
べ
た
皇
親
側

へ
の
利
点
は
、
あ
く
ま
で
皇
親
が
廟
堂
に
参
画
し
や
す
く
な
る
た
め
の
、
あ
る
い
は
廟
堂
で
の
立
場
を
盤
石
と
す
る
た
め
の
有
力
氏
族
と
の

紐
帯
を
築
き
得
る
可
能
性
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
い（

（（
（

。

　

も
っ
と
も
、
二
世
女
王
以
下
の
婚
制
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
即
ち
詔
の
対
象
に
含
ま
れ
な
か
っ
た
一
世
女
王
（
内
親
王
）
の
存
在
を
別
格

の
も
の
へ
と
引
き
上
げ
る
こ
と
に
も
直
結
す
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
神
王
室
・
美
努
摩
内
親
王
を
通
し
て
神
王
家
の
尊
貴
性
を
高
め
る
よ
う

な
役
割
を
担
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
神
王
・
壹
志
濃
王
等
の
女
と
臣
下
の
結
婚
が
確
認
で
き
な
い
以
上
、
こ
れ
の
み
を
桓
武
天
皇
の
詔
発
布
の
意
図
で
あ
っ
た
と
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
特
に
、
神
王
等
が
廟
堂
に
進
出
し
始
め
る
時
期
、
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
明
確
に
延
暦
十
二

年
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
、
皇
親
政
策
の
一
端
と
い
う
一
面
の
中
に
は
見
出
せ
な
い
。

　

で
は
そ
の
直
接
的
原
因
が
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
藤
原
氏
へ
の
恩
賞
的
一
面
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

3　

恩
賞
的
一
面
と
し
て

　

延
暦
十
二
年
の
詔
の
発
布
の
背
景
に
翌
年
の
平
安
京
遷
都
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
安
田
氏
も
指
摘
し
て
お
り
、
氏
は
、
桓
武
天

皇
が
平
安
新
都
を
ミ
ウ
チ
的
体
制
の
構
築
に
よ
っ
て
維
持
し
よ
う
と
構
想
し
、
有
力
な
氏
族
、
特
に
藤
原
氏
を
ミ
ウ
チ
的
体
制
に
取
り
込
も

う
と
詔
を
発
布
し
た
と
し
て
い
る
。
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同
じ
く
浅
尾
広
良
氏
も
、
延
暦
十
二
年
の
詔
は
桓
武
皇
統
の
権
威
が
極
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
に
、
藤
原
氏
と
の
繋
が
り
を
強
化
し
よ

う
と
意
図
し
て
発
布
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
概
ね
安
田
氏
の
見
解
を
継
承
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（（
（

。

　

し
か
し
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
延
暦
十
二
年
（
七
九
三
）
は
藤
原
氏
衰
退
の
要
と
な
っ
た
平
安
京
遷
都
構
想
の
年
で
あ
り
、
廟
堂
に
お

け
る
藤
原
氏
勢
力
も
ま
た
他
氏
族
と
一
線
を
画
す
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
も
し
も
藤
原
氏
包
括
を
意
図
す
る
、
あ
る
い

は
藤
原
氏
の
後
見
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
も
っ
と
実
現
可
能
で
明
確
な
藤
原
氏
へ
の
優
遇
策
を
出
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
様
子
は
見

ら
れ
ず
、
ま
た
二
世
女
王
が
詔
発
布
直
後
に
藤
原
氏
へ
嫁
い
だ
と
い
う
実
例
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
両
氏
の
見
解
に
は
賛
同
し
難
い
。

　

む
し
ろ
、
平
安
京
遷
都
を
機
に
藤
原
氏
が
衰
退
し
た
こ
と
、
並
び
に
平
安
京
遷
都
に
あ
た
っ
て
棄
都
し
た
長
岡
京
が
、
そ
も
そ
も
長
岡
京

造
営
に
尽
力
し
て
命
を
落
と
し
た
か
つ
て
の
寵
臣
・
藤
原
種
継
の
実
績
を
放
り
棄
て
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
に
、
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

即
ち
詔
は
、
長
岡
京
棄
都
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
功
績
を
有
す
る
藤
原
氏
に
棄
都
を
納
得
さ
せ
る
た
め
の
緩
和
策
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で

あ
り
、
翌
年
以
降
の
新
平
安
京
造
営
と
新
桓
武
皇
親
政
権
の
樹
立
を
想
定
し
た
上
で
の
藤
原
氏
へ
の
最
後
の
恩
賞
的
な
意
味
合
い
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
延
暦
十
三
年
以
後
に
な
り
桓
武
天
皇
が
意
図
的
に
藤
原
氏
を
廟
堂
か
ら
排
除
し
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
確
か
に
藤
原
氏

出
身
者
は
減
少
し
、
政
権
は
神
王
の
主
導
へ
と
移
っ
て
ゆ
く
も
の
の
、
藤
原
氏
か
ら
複
数
人
を
参
議
に
登
用
す
る
等
の
優
遇
は
残
る
。
但
し
、

そ
れ
ま
で
の
ミ
ウ
チ
的
な
親
密
さ
が
見
ら
れ
な
く
な
り
、
関
係
が
希
薄
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
様
子
は
、
例
え
ば
桓
武
天
皇
の
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
傾
向
か
ら
窺
え
る（

（（
（

（
表
2
参
照
）。

　

ま
ず
『
続
日
本
紀
』
延
暦
二
年
～
十
年
の
桓
武
天
皇
の
行
幸
記
事
は
八
回
あ
り（

（（
（

、
そ
の
内
四
回
が
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
を
含
む
。
初
見

は
延
暦
三
年
閏
九
月
十
七
日
の
右
大
臣
・
藤
原
是
公
の
田
村
邸
へ
の
行
幸
で
、
以
後
延
暦
六
年
八
月
廿
四
日
、
同
年
十
月
十
七
日
～
廿
日
、

延
暦
十
年
十
月
十
日
～
十
三
日
と
、
大
納
言
（
右
大
臣
）・
藤
原
継
縄
邸
、
並
び
に
継
縄
の
別
荘
へ
行
幸
し
て
い
る
。
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（表 2）桓武天皇行幸一覧（延暦 2年～同15年）
年 月日 行幸先 目的 恩　　給 備　考 出典

延暦 2 年
（783）

10. 14
－10. 18 交野 遊猟

当年の交野郡田祖免除、国・郡師、近隣
高齢者と諸司従者への賜物、百済王氏数
名の位階昇授、百済寺への施入

続紀・類史

延暦 3 年
（784）

閏 9. 17 田村第 宴会飲
酒 是公の三男・弟友に従五位下 右大臣藤原是公邸 続日本紀

［11. 11］ 長岡京遷都 続日本紀

延暦 4 年
（785）

8. 24
－ 9. 24 平城宮 斎宮下

向 9 月 7 日下向 続日本紀

9. 8 水雄岡 遊猟 （巨勢嶋人、池原縄主に位階を授く） 現京都市右京区嵯峨水
尾 続日本紀

［ 9. 23］ 藤原種継暗殺事件 続日本紀

延暦 6 年
（787）

8. 24 高埼津・
継縄邸 継縄正室・百済王明信に従三位 行幸帰途に継縄邸へ 続日本紀

10. 17
－10. 20

交野・継
縄邸 遊猟 別荘遊楽で、百済王氏、藤原氏らに位階

授与（20日）
大納言継縄別荘を行宮
と為す 続日本紀

延暦 9 年
（790） ［閏 3. 10］ 皇后藤原乙牟漏崩御 続日本紀

延暦10年
（791）

4. 27 神王邸 酒宴 王の娘・潔庭王（女王）に従五位下 弾正尹神王邸 続日本紀
10. 10
－10. 13

交野・継
縄邸 遊猟 別荘遊楽で、百済王氏、藤原氏らに位階

授与（12日） 継縄別荘を行宮と為す 続日本紀

延暦11年
（792）

1. 9 諸院 巡覧 猪隈院において五位以上に銭を下賜 類聚国史

1. 20 登勒野 遊猟 終了後、葛野川畔で臣下に酒を下賜 山城国、現在地未詳 類聚国史

2. 6 水生野 遊猟 現大阪府三島郡 類聚国史

2. 18 大原野 遊猟 現京都市西京区 紀略・類史

2. 27 栗前野・
是公邸 遊猟 身分に応じて物を下賜 現宇治市、後是公別荘

へ 類聚国史

2. 29 京中、乙
叡邸

巡幸、
宴

乙叡の父右大臣継縄の孫、正六位上諸主
に従五位下

巡幸後兵部大輔乙叡邸
へ 紀略・類史

3. 1 榲谷 行幸 現京都市西京区大原野 日本紀略

5. 17 葛野川・
継縄邸 行幸 後に右大臣継縄別荘へ 日本紀略

9. 9 大原野 遊猟 類聚国史

9. 21 栗前野 遊猟 五位以上の者に衣被を下賜 類聚国史

9. 25 登勒野 遊猟 類聚国史

9. 28 交野 遊猟 現大阪府枚方・交野 類聚国史

10. 14 大原野 遊猟 類聚国史

閏11. 2 水生野 遊猟 類聚国史

閏11. 7 諸院 巡幸 宮に帰る後扈従の官人に禄を下賜 紀略・類史

閏11. 9 葛葉野 遊猟 類聚国史

閏11. 16 大原野 遊猟 日暮後宮に帰り五位以上の者に綿を下賜 類聚国史

閏11. 18 高橋津・
石作丘

行幸・
遊猟 類聚国史

閏11. 24 登勒野 遊猟 類聚国史

延暦12年
（793）

2. 4
栗前野・
伊予親王
邸

遊猟 五位以上の者に衣被を下賜 後伊予親王邸に立ち寄
る 類聚国史

2. 13 水生野 遊猟 類聚国史

3. 1 葛野 巡覧 新京巡覧 日本紀略
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延暦12年
（793）

4. 3 葛野・継
縄邸 行幸 後右大臣継縄別荘へ 日本紀略

7. 19 大原野 遊猟 類聚国史

7. 25 新京 巡覧 造宮使と将領に衣を下賜 日本紀略

8. 21 大原野 遊猟 五位以上に衣を下賜 類聚国史

8. 26 京中・乙
叡邸 巡覧 乙叡邸宅の園池にて四位以上の者に衣を 

下賜
後左京大夫乙叡邸園池
へ 類聚国史

8. 28 葛野・継
縄邸 遊猟 継縄別荘にて侍臣と右大臣子弟に衣を下

賜 後右大臣継縄別荘へ 類聚国史

9. 7 大原野 遊猟 類聚国史

［ 9. 10］ 【延暦十二年の詔】 日本紀略

9. 22
栗前野・
伊予親王
邸

遊猟 伊予親王と奉献した藤原雄友の子弟に衣
を下賜

後伊予親王の川沿いの
邸へ 類聚国史

9. 24 瑞野 遊猟 現伏見区淀美豆 類聚国史

11. 2 新京・継
縄邸 巡覧 継縄別荘に立ち寄り五位以上の者に衣を 

下賜 紀略・類史

11. 5 葛野 遊猟 類聚国史

11. 10 交野 遊猟 継縄が摺衣を献上し、五位以上と命婦・
采女らに下賜 類聚国史

11. 26 栗倉野 遊猟 栗前野のことか 類聚国史

12. 10 瑞野 遊猟 類聚国史

12. 19 岡屋野 遊猟 紀古佐美、紀木津魚が奉献、侍臣以上に
物を下賜 類聚国史

延暦13年
（794）

1. 25 栗前野 遊猟 類聚国史

1. 26 瑞野 遊猟 類聚国史

2. 13 葛野 遊猟 類聚国史

2. 27 水生野 遊猟 類聚国史

3. 4 大原野 遊猟 類聚国史

4. 28 新京・継
縄邸 巡覧 継縄の別荘まで戻り宴を催し五位以上に

衣を下賜
後継縄の高橋津の別荘
へ 紀略・類史

8. 10 大原野 遊猟 類聚国史

8. 16 大原野 遊猟 類聚国史

9. 22 交野 遊猟 類聚国史

10. 13 交野 遊猟 百済王らに物を下賜 類聚国史

［10. 22］ 天皇新京へ遷る 日本紀略

［10. 28］ 平安京遷都 日本紀略

11. 2 北岡 遊猟 平安京北方丘陵地か 類聚国史

11. 9 康楽岡 遊猟 現左京区吉田神楽岡の
吉田山 類聚国史

12. 17 大原野 遊猟 類聚国史

12. 24 山階野 遊猟 現京都市山科区 類聚国史

延暦14年
（795）

3. 16 日野 猟 五位以上に衣を下賜 現京都市伏見区 類聚国史

3. 27 交野 遊猟 類聚国史

6. 15 近東院 行幸 日本紀略

6. 27 大堰 行幸 葛野川設置の井堰 日本紀略

7. 12 京中 巡幸 類聚国史
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延暦14年
（795）

7. 13 佐比津 行幸 現京都市南区吉祥院 日本紀略

閏 7. 7 大堰 行幸 日本紀略

8. 3 大堰 行幸 日本紀略

8. 5 柏原野 遊猟 類聚国史

8. 16 大原野 遊猟 類聚国史

8. 18 北野 遊猟 現京都市北区 日本紀略

8. 19 朝堂院 視察 日本紀略

8. 22 柏原野 遊猟 紀略・類史

8. 28 日野 遊猟 紀略・類史

9. 4 東院 行幸 日本紀略

9. 22 登勒野 遊猟 紀略・類史

10. 1 紫野 遊猟 現京都市北区 紀略・類史
10. 16
－10. 22

交野・継
縄邸 行幸 後継縄別荘を行宮と為

す 日本紀略

10. 28 栗栖野 遊猟 近衛将監従五位下住吉綱主に従五位上 現京都市東山区 紀略・類史

11. 25 大原野 遊猟 紀略・類史

12. 1 京中 巡幸 紀略・類史

12. 18 京中 巡幸 紀略・類史

延暦15年
（796）

1. 11 芹川野 遊猟 現京都市伏見区 紀略・類史

1. 20 登勒野 遊猟 四位以上に衣、五位に帖綿を下賜 紀略・類史

1. 28 水生野 遊猟 五位以上に衣を下賜 紀略・類史

2. 12 紫野 行幸 日本紀略

3. 2 日野 遊猟 紀略・類史

3. 24 朝堂・諸
院 巡覧 侍臣と護衛の諸衛府の者に物を下賜 近東院にて終日宴を催

す 紀略・類史

4. 1 京中 巡幸 紀略・類史

6. 16 葛野川 行幸 日本紀略

8. 25 大蔵省 行幸 侍臣以下に布を下賜 日本後紀

8. 28 登勒野 遊猟 日本後紀

9. 21 栗前野 遊猟 日本後紀

10. 5 大原野 遊猟 日本後紀

10. 6 紫野 遊猟 五位以上に衣被を下賜 日本後紀

10. 9 日野 遊猟 五位以上に衣を下賜 日本後紀

10. 16 登勒野 遊猟 日本後紀

11. 2 北野 遊猟 日本後紀

11. 21 日野 遊猟 日本後紀

11. 29 栗栖野 遊猟 日本後紀

12. 14 京中・朝
原皇女邸 巡幸 朝原内親王邸に立ち寄り五位以上に物を 

下賜 日本後紀
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『
日
本
後
紀
』（
延
暦
十
一
年
～
）
で
は
、
延
暦
十
一
年
の
全
十
九
回
の
行
幸
の
内
、
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
は
三
回
（
是
公
邸
・
乙
叡

邸
・
継
縄
邸
）、
延
暦
十
二
年
に
は
全
十
八
回
の
行
幸
の
内
、
藤
原
氏
私
邸
へ
四
回
（
継
縄
邸
三
回
、
乙
叡
邸
）
と
頻
繁
に
行
幸
し
て
お
り
、

し
か
し
延
暦
十
三
年
に
な
る
と
全
十
四
回
の
行
幸
の
内
、
藤
原
氏
私
邸
に
つ
い
て
は
継
縄
邸
の
一
回
の
み
と
な
る
。
更
に
平
安
遷
都
を
経
て
、

延
暦
十
四
年
に
は
全
二
十
二
回
中
継
縄
邸
一
回
と
な
り
、
延
暦
十
五
年
以
後
、
遂
に
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
は
途
絶
え
る
。
即
ち
、
桓
武
天

皇
の
藤
原
氏
私
邸
へ
の
行
幸
回
数
も
ま
た
平
安
遷
都
を
機
に
殆
ど
絶
え
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
延
暦
十
二
年
八
月
廿
六
日
の
乙
叡
邸
園
池
へ
の
行
幸
と
、
そ
れ
に
続
く
同
廿
八
日
の
継
縄
邸
別
荘
へ
の

行
幸
で
あ
る
。
こ
の
二
所
へ
の
行
幸
と
、
そ
の
直
後
の
同
年
九
月
十
日
に
発
布
さ
れ
た
延
暦
十
二
年
の
詔
と
を
鑑
み
る
と
、
翌
年
の
平
安
京

遷
都
の
構
想
に
よ
り
藤
原
氏
の
功
績
を
無
碍
に
す
る
上
で
、
廟
堂
の
最
高
位
、
つ
ま
り
藤
原
氏
の
氏
長
者
的
立
場
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
継
縄

に
私
的
に
こ
れ
を
相
談
し
た
上
で
、
詔
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

即
ち
桓
武
天
皇
は
、
延
暦
十
三
年
の
平
安
遷
都
に
よ
る
長
岡
京
の
棄
都
、
並
び
に
そ
れ
に
伴
う
神
王
・
壹
志
濃
王
登
用
に
よ
る
皇
親
政
権

確
立
の
構
想
に
よ
っ
て
、
大
恩
あ
る
藤
原
氏
に
対
し
、
最
後
の
恩
賞
と
し
て
の
優
遇
策
＝
延
暦
十
二
年
の
詔
を
発
布
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
そ
れ
ま
で
の
長
岡
新
京
造
営
と
桓
武
天
皇
即
位
の
実
現
と
い
う
点
に
お
い
て
多
大
な
功
と
恩
の
あ
る
藤
原
氏
に
対
し
、
そ
の
恩

を
忘
れ
は
し
な
い
こ
と
、
さ
れ
ど
新
た
な
新
京
造
営
と
皇
親
政
権
の
構
想
に
よ
り
、
こ
れ
よ
り
下
火
と
な
る
で
あ
ろ
う
藤
原
氏
勢
力
が
依
然

と
し
て
「
特
別
で
あ
る
」
こ
と
を
公
表
す
る
と
い
う
意
図
を
以
て
、
延
暦
十
二
年
の
詔
は
発
布
さ
れ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
を
総
括
す
る
と
、
ま
ず
延
暦
十
二
年
の
詔
の
規
定
す
る
と
こ
ろ
と
は
即
ち
、
在
任
の
大
臣
家
と
三
位
以
上
の
良
家
の
子
弟
、
並
び
に

そ
れ
に
準
じ
る
伝
統
氏
族
の
子
孫
に
対
し
て
三
世
女
王
以
下
と
の
結
婚
を
許
し
、
ま
た
藤
原
氏
は
特
別
の
功
績
に
よ
っ
て
、
特
別
に
二
世
女
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王
と
の
結
婚
を
許
し
た
法
令
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
桓
武
天
皇
が
こ
の
よ
う
な
皇
親
女
子
の
婚
制
に
対
す
る
大
幅
な
緩
和
を
行
っ
た
背
景
と
し
て
、
延
暦
十
三
年
の
平
安
京
遷
都
を
機

と
し
て
変
貌
す
る
桓
武
朝
の
方
針
転
換
が
原
因
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
即
ち
、
藤
原
氏
の
功
で
あ
る
長
岡
京
を
棄
都
す
る
こ
と
へ
の
謝
礼
、

並
び
に
桓
武
天
皇
擁
立
と
即
位
の
実
現
に
関
し
て
恩
の
あ
る
藤
原
氏
が
、
今
後
の
皇
親
政
権
樹
立
の
構
想
に
伴
い
衰
退
し
て
い
く
こ
と
を
見

越
し
た
上
で
、
そ
の
大
恩
へ
の
最
後
の
恩
賞
と
し
て
、
そ
し
て
衰
退
し
て
も
な
お
藤
原
氏
が
特
別
で
あ
る
こ
と
を
公
表
す
る
意
図
を
以
て
、

延
暦
十
二
年
の
詔
は
発
布
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
延
暦
十
二
年
の
詔
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
で
、
藤
原
氏
を
含
む
臣
下
に
と
っ
て
、
ま
た
皇
親
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
影
響
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
を
最
後
に
述
べ
た
い
と
思
う
。

　

ま
ず
臣
下
に
と
っ
て
の
意
義
と
し
て
は
、
先
行
研
究
で
は
藤
原
氏
へ
の
未
来
へ
の
優
遇
を
語
っ
た
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
消
極
的
な
評
価
が

な
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
述
べ
た
。
し
か
し
本
稿
に
よ
っ
て
、
詔
の
発
布
が
、
桓
武
天
皇
の
藤
原
氏
へ
の
恩
賞
的
意
味
合
い
、
並
び
に
特
別
性

の
公
表
と
い
う
意
図
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
か
と
思
う
。

　

ま
た
時
代
が
下
る
と
、
女
王
と
臣
下
、
特
に
二
世
女
王
と
藤
原
氏
の
婚
姻
事
例
は
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
詔
が
臣
下
に
と
っ
て

有
用
に
働
い
た
こ
と
が
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

更
に
二
世
女
王
が
藤
原
氏
と
結
婚
で
き
る
と
い
う
詔
は
、
そ
の
過
大
解
釈
に
よ
っ
て
、
元
一
世
皇
女
で
あ
る
嵯
峨
天
皇
女
・
源
潔
姫
が
藤

原
良
房
へ
と
降
嫁
す
る
可
能
性
を
生
み
だ
し
、
次
い
で
源
氏
へ
の
内
親
王
降
嫁
、
次
い
で
藤
原
師
輔
が
内
親
王
を
娶
る
に
至
る
ま
で
の
過
程

を
築
く
こ
と
に
な
っ
た
。
師
輔
へ
の
内
親
王
降
嫁
は
延
暦
十
二
年
の
詔
に
も
規
定
さ
れ
な
い
違
法
行
為
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
勅
勘
を
蒙
ら
ず

に
許
さ
れ
た
こ
と
は
、
藤
原
氏
勢
力
の
増
大
ば
か
り
で
な
く
、
延
暦
十
二
年
の
詔
に
よ
る
婚
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
二
世
女
王
ま
で
な
ら
ば
娶

る
こ
と
を
許
さ
れ
る
、
と
い
う
前
提
が
存
在
し
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
も
し
も
臣
下
が
皇
親
女
子
を
娶
る
こ
と
が
な
お
も
堅
く
禁
じ
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ら
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
い
か
に
師
輔
と
い
え
ど
も
内
親
王
を
降
嫁
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

即
ち
延
暦
十
二
年
の
詔
は
、
特
に
藤
原
氏
の
皇
族
へ
の
接
近
と
、
内
親
王
降
嫁
実
現
に
と
っ
て
、
大
い
に
意
義
を
持
っ
た
の
で
あ
る
。

　

次
に
天
皇
家
（
皇
親
）
に
と
っ
て
の
意
義
が
存
在
し
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
臣
下
と
の
姻
戚
関
係
に
よ
る
親

王
諸
王
の
政
界
進
出
の
可
能
性
が
増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
臣
下
が
よ
り
皇
族
に
近
し
い
血
筋
の
女
王
を
娶
り
皇
族
に
接

近
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
王
家
に
と
っ
て
も
、
臣
下
を
娘
婿
と
し
て
家
に
包
括
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　

ま
た
延
暦
十
二
年
時
、
お
そ
ら
く
一
世
皇
女
（
内
親
王
）
は
光
仁
・
桓
武
皇
女
し
か
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
着
目
す
る
と
、

諸
皇
統
諸
王
家
の
女
王
が
臣
下
に
降
嫁
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
臣
下
と
の
距
離
を
縮
め
た
の
に
対
し
、
天
智
系
皇
統
に
あ
る
光
仁
・
桓
武
皇
女

に
の
み
そ
れ
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
桓
武
天
皇
が
新
皇
統
の
確
立
と
皇
権
の
安
定
化
を
図
る
中
で
、
自
身
の
子
女
姉
妹

に
限
り
婚
姻
を
規
制
し
尊
貴
性
を
維
持
さ
せ
た
こ
と
は
、
他
の
皇
統
の
皇
親
に
追
随
を
許
さ
な
い
尊
貴
な
存
在
と
し
て
、
天
智
系
血
統
ひ
い

て
は
桓
武
血
族
を
別
格
化
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
上
で
桓
武
天
皇
は
、
皇
位
継
承
し
得
る
安
殿
・
神
野
・
大
伴
親
王
に
そ
れ
ぞ
れ
別
格
化
し
た
桓
武
皇
女
、
大
宅
・
高
津
・
高
志
内
親

王
を
娶
ら
せ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
臣
下
が
決
し
て
娶
り
得
な
い
内
親
王
を
娶
っ
た
親
王
と
な
り
、
桓
武
血
族
の
尊
貴
性
を
重
ね
て
向
上

さ
せ
て
い
る
。
桓
武
天
皇
は
、
こ
の
よ
う
な
桓
武
皇
子
女
の
別
格
化
と
そ
れ
ら
皇
子
女
の
異
母
兄
妹
婚
の
促
進
に
よ
り
、
桓
武
天
皇
の
血
を

引
く
皇
親
を
再
生
産
す
る
こ
と
で
ミ
ウ
チ
の
結
束
を
固
め
、
桓
武
皇
統
を
よ
り
正
統
で
尊
貴
な
も
の
と
し
て
格
付
け
た
の
で
あ
る
。

　

即
ち
、
桓
武
天
皇
は
延
暦
十
二
年
の
詔
を
以
て
、
藤
原
氏
へ
の
優
遇
と
恩
賞
を
公
表
す
る
と
同
時
に
、
諸
王
へ
の
政
治
参
画
の
機
会
を
与

え
、
更
に
桓
武
皇
子
女
の
尊
貴
性
の
向
上
に
よ
る
別
格
化
を
図
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
臣
下
に
も
、
皇
族
に
も
、
そ
し
て
自
身
に
も
有
益
と
な

り
得
る
法
令
と
し
て
詔
を
発
布
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
く
し
く
も
後
世
、
臣
下
へ
の
内
親
王
降
嫁
を
引
き
起
こ
し
、
藤
原
氏
の
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益
々
の
台
頭
を
許
す
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
桓
武
天
皇
も
想
定
し
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注（
1
） 

安
田
政
彦
「
平
安
前
期
の
皇
親
政
策
」（『
平
安
時
代
皇
親
の
研
究
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
）
以
下
安
田
氏
の
説
は
す
べ
て

こ
の
論
文
に
従
う
た
め
、
特
に
注
記
は
し
な
い
。

（
2
） 『
大
宝
令
』
は
現
存
し
て
い
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
以
下
す
べ
て
『
令
義
解
』
を
参
考
と
す
る
。

（
3
） 

当
條
に
お
け
る
「
親
王
」
は
実
例
に
則
し
て
「
内
親
王
」
と
解
し
た
。
逆
に
親
王
が
妻
を
娶
る
こ
と
に
関
し
て
は
特
別
な
規
定
は
な
く
、

当
條
は
内
親
王
に
の
み
適
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
4
） 

栗
原
弘
「
皇
親
女
子
と
臣
下
の
婚
姻
史
―
藤
原
良
房
と
潔
姫
の
結
婚
の
意
義
の
理
解
の
た
め
に
―
」（『
名
古
屋
文
理
大
学
紀
要
』
二
、
二

〇
〇
二
年
）

（
5
） 

今
江
広
道
「
八
世
紀
に
お
け
る
女
王
と
臣
下
と
の
婚
姻
に
関
す
る
覚
書
」（『
坂
本
太
郎
博
士
頌
寿
記
念
日
本
史
学
論
集
』
上
巻
所
収
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
三
年
）

（
6
） 『
類
聚
三
代
格
』
に
も
ほ
ぼ
同
文
を
載
せ
る
。

（
7
） 

例
え
ば
、
吉
備
内
親
王
と
長
屋
王
（
二
世
王
）
の
子
（
三
世
王
）
を
二
世
王
に
。
能
登
内
親
王
と
市
原
王
（
四
世
王
）
の
子
（
五
世
王
）

を
二
世
王
と
し
た
例
な
ど
が
あ
る
。

（
8
） 

但
し
『
政
事
要
略
』
欠
損
の
た
め
、「
至
要
雑
事
」
中
の
詳
細
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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（
9
） 

な
お
安
田
氏
の
挙
げ
る
と
こ
ろ
の
藤
原
氏
以
外
の
実
例
で
あ
る
源
弘
や
平
惟
範
の
例
に
つ
い
て
は
、
氏
の
見
解
の
通
り
、
准
皇
親
的
な
特

殊
性
が
あ
っ
た
と
し
て
実
例
か
ら
例
外
的
に
除
く
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

（
10
） 
安
田
氏
は
、
二
世
女
王
を
娶
り
得
た
系
統
と
し
て
、
北
家
［
小
黒
麻
呂
流
、
永
手
流
、
真
楯
流
、
魚
名
流
］、
南
家
［
豊
成
・
継
縄
流
、
是

公
流
、
縄
麿
流
］、
式
家
［
良
継
流
、
種
継
流
、
田
麿
流
］
を
挙
げ
、
こ
の
他
式
家
の
百
川
が
桓
武
擁
立
の
功
臣
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
で
あ
ろ

う
が
、
南
家
の
仲
麻
呂
流
は
逆
臣
と
し
て
除
外
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

（
11
） 

安
田
氏
註
（
1
）
前
掲
書
、
栗
原
氏
註
（
4
）
前
掲
論
文
、
ほ
か
。

（
12
） 

瀧
浪
貞
子
『
日
本
古
代
宮
廷
社
会
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
）

（
13
） 

彦
由
三
枝
子
「
桓
武
天
皇
朝
に
於
け
る
大
納
言
神
王
政
権
の
成
立
と
そ
の
諸
政
策
（
Ⅰ
）」（『
政
治
経
済
史
学
』
三
四
四
、
一
九
九
五
年
）

（
14
） 

野
村
忠
夫
「
桓
武
朝
後
半
期
の
一
・
二
の
問
題
―
延
暦
十
四
年
十
月
八
日
格
を
中
心
に
―
」（『
古
代
学
』
一
〇
、
一
九
六
二
年
）

（
15
） 

佐
藤
宗
諄
「
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
以
後
―
桓
武
朝
に
お
け
る
官
人
構
成
の
基
礎
的
考
察
―
」（『
滋
賀
大
学
教
育
学
部
紀
要
、
人
文
科
学
・

社
会
科
学
・
教
育
科
学
』
一
九
、
一
九
七
〇
年
）

（
16
） 

藤
原
種
継
は
薨
伝
中
に
お
い
て
「
初
首
建
レ
議
、
遷
二│

都
長
岡
一、」（『
続
日
本
紀
』
延
暦
四
年
九
月
廿
四
日
条
）
と
も
さ
れ
て
お
り
、
長
岡
京

遷
都
建
議
に
お
け
る
初
期
段
階
か
ら
の
中
心
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
17
） 

管
見
の
限
り
で
は
延
暦
十
二
年
か
ら
同
十
六
年
の
五
年
の
間
に
明
確
な
も
の
だ
け
で
も
十
七
回
の
京
中
巡
覧
並
び
に
視
察
が
行
わ
れ
て
お

り
（
表
2
参
照
）、
こ
れ
は
長
岡
京
造
営
時
に
は
見
ら
れ
な
い
傾
向
で
あ
る
。
更
に
『
寛
平
御
遺
誡
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』
等
に
も
、
桓
武
天
皇

と
技
術
者
と
の
や
り
取
り
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
収
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
平
安
京
造
営
に
対
す
る
関
心
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。

（
18
） 

喜
田
貞
吉
『
帝
都
』、
山
中
裕
「
平
安
京
」（『
国
文
学
：
解
釈
と
鑑
賞
』
二
〇
（
四
）、
一
九
五
五
年
）、
中
山
修
一
「
長
岡
廃
都
考
」（『
史

想
』
五
）、
佐
伯
有
清
「
長
岡
・
平
安
遷
都
事
情
新
考
」（『
日
本
歴
史
』
一
二
五
）
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（
19
） 

安
井
良
三
「
長
岡
京
の
廃
都
と
早
良
親
王
の
怨
霊
」（『
文
化
史
研
究
』
九
・
十
合
併
号
、
一
九
五
九
年
）

（
20
） 

田
中
重
久
「
長
岡
京
の
生
態
」（『
学
海
』
四
（
五
）、
一
九
四
七
年
）

（
21
） 
前
川
明
久
「
長
岡
京
廢
都
理
由
の
一
考
察
」（『
日
本
上
古
史
研
究
』
四
（
六
）、
一
九
六
〇
年
）

（
22
） 

瀧
浪
貞
子
『
平
安
建
都
』（
集
英
社
、
一
九
九
一
年
）

（
23
） 

こ
れ
は
後
に
、
よ
り
臣
下
と
し
て
の
立
場
に
近
し
く
廟
堂
に
参
画
し
得
、
更
に
臣
下
と
も
自
由
に
姻
戚
関
係
を
結
び
得
た
存
在
、
即
ち
賜

姓
源
氏
等
に
取
っ
て
変
わ
ら
れ
た
。
源
氏
等
は
皇
親
の
一
員
と
し
て
天
皇
の
親
政
を
助
け
る
存
在
に
な
り
得
る
と
同
時
に
、
明
確
な
臣
下
と

し
て
政
権
を
獲
得
し
得
、
諸
王
と
も
ま
た
違
っ
た
皇
族
と
臣
下
と
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
的
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
賜
姓
源
氏
等
の

創
出
が
諸
王
の
政
界
進
出
を
阻
ん
だ
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

（
24
） 

浅
尾
広
良
「
桐
壺
皇
統
の
始
ま
り
―
后
腹
内
親
王
の
入
内
と
降
嫁
―
」（『
國
學
院
雜
誌
』
一
〇
九
（
一
〇
）、
二
〇
〇
八
年
）

（
25
） 

桓
武
天
皇
の
行
幸
記
事
は
『
続
日
本
紀
』
中
に
お
い
て
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、『
日
本
後
紀
』
内
に
お
い
て
記
事
が
圧
倒
的
に
増
加
す

る
。
こ
れ
は
『
日
本
後
紀
』
以
降
行
幸
が
増
加
し
た
の
で
は
な
く
、
執
筆
傾
向
の
相
違
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
そ
の
点
に

は
留
意
さ
れ
た
い
。
な
お
『
日
本
後
紀
』
は
多
く
が
散
逸
し
て
い
る
た
め
、『
日
本
紀
略
』『
類
聚
国
史
』
か
ら
適
宜
補
っ
た
。

（
26
） 

な
お
桓
武
天
皇
の
即
位
し
た
天
応
元
年
、
並
び
に
翌
延
暦
元
年
に
つ
い
て
は
、
行
幸
記
事
が
一
度
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
除
外
し
た
。
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